
    朝の活動 How are you? 
１～３年生が朝の活動で英語学習に取り組んでいます。１５分間という短い時間ですが、継

続的に学習に取り組むことで､子供達の英語でのコミュニケーション能力は確実に向上してい

ます。霜先生の生きた英語を一生懸命に聞いて、学習したフレーズを使ってコミュニケーションをとる子供達の姿を見

ていると、早い段階から英語にふれることの重要性をひしひしと感じます。楽しい活動にもしっかりと意図があって､子

供達は、抵抗なく自然と学んでいく…そのような学習を組み立ててくださっています。自作のプリントも準備してくださ

って、１～３年生の児童一人一人の名前が入っていました。霜先生の熱意と子供達のことを思ってくださる気持ちに感

激しました。この朝の活動は、白山小学校独自の取り組みで

す。保護者の皆様にもぜひ見ていただきたい取り組みです。機

会があれば、活動を公開させていただきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

さつまいも 大豊作でした！ 
１０月２１日木曜日の２校時に１・２年生が生活科の学習で育てていたさつまいもの収穫をしました。各自軍手を装

着して準備万端で臨みました。ゲストティーチャーとして笹木先生と山野先生にさつまいもの掘りかたを教えていただ

き､折れないように気を遣いながらもシャベルと手で豪快にいも掘りを楽しんでいました。とれたさつまいもは、地域の   

野中様のご協力のもと、焼きいもにして楽しみました。給食にも使用しました。子供達が、「おいも掘り大好き！」「楽し

い！」と言い合いながら活動していたのも微笑ましかったです。最後に、いも掘りもお手伝いしてくださり、これまでもさ

つまいもの栽培でお世話になっていた業務員の生田さんから、「１・２年生のみんなが一生懸命に水やりしてくれたか

らたくさん収穫できたんだよ。」という言葉をかけてもらい、満足げな表情で活動を終えました。１・２年生みんなの努

力が実りました。 

 

《めざす児童像》   かんがえ学び続ける子 白山のためにがんばる子 
                   やさしく思いやる子    けんこうな生活をする子 
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I’ｍ happy!! 
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これこそ生きる力！活用力！！ 
 これこそ「生きる力」であり「活用力」だと感じる場面がありましたので

お伝えします。表の面で１・２年生のさつまいも収穫のことについて書きま

したが、その際にあった出来事です。収穫したさつまいもを乾かすため

に、２年生が中心となって、さつまいもをブルーシートの上に置く作業が

ありました。担当の教職員が何も指示しないのに、２年生を中心にさつま

いもをきれいに並べておいたそうです。あまりにきれいに並べたので思わ

ず写真を撮ってしまいました。２年生は、これまでのさつまいもほりの経験

からこの並べ方をしたのかもしれません。お家の方がそうされるのを見て

いて同様にしたのかもしれません。この並べ方のおかげで、 

① きれいに並べてまとまりを作っているので、数が数えやすい         ↑並べ方も素晴らしいですが収穫量もすごい!！ 

② 大きさをそろえてなかま分けしているため、焼きいもの時に使う、適したサイズのさつまいもが一目瞭然 

③ 重なりがないので全てのさつまいもが均一に乾燥できる 

④ 大きいさつまいもと小さいさつまいもが上手に組み合わせてあり、最小限のスペースで乾燥できる 

思いつくだけでもいいことがこんなにあります。１・２年生という発達段階で、算数科で学習した数や図形の特徴をこ

れだけ巧みにさつまいもの乾燥に活かすことができることは、本当にすごいことです。学んだことを活用して生活の中

で利用していく…まさしくこれからを生きる子供達に必要な生きる力だと考えています。学校で学ぶことは、全て子供

達が未来を生きていく中で活用していく力となります。我々教職員もその点をしっかりと念頭に置いて、心して教育に

あたらなければならない！と改めて感じたさつまいもの収穫の時間でした。 

マラソン大会 ご協力、ご声援ありがとうございました！ 
11月 4日（木）秋晴れのもと、校内マラソン大会が行われました。毎週火、木の業間には業間マラソンを行ってい

おり、練習を続けてきました。また、大会が近くなると、朝の時間や休み時間を利用してマラソン練習に励む姿も見ら

れました。日頃の努力の結果が出せることを願っていました。高学年からスタートし、ゴールしてから、中学年スタート、

ゴール、低学年スタート、ゴールという順番でマラソン大会を進行しました。高学年が走っている間は、中学年、低学年

が応援し、一生懸命に走る姿に声をからして声援を送っていました。中学年、低学年が走っている間も待機している

学年が応援しました。子供達には、開会式で「昨日までの自分を超える」ことを目標にするよう話しましたが、超えるこ

とができたかできなかったかは、自分自身の判断です。「昨日までの自分」を超えることができた児童は思いきり自

分自身を褒めてあげればいいですし、「昨日までの自分」を超えることができなかった児童は、その悔しさ、やり遂げ

たかったことを新たな目標に置き換えて、強く、たくましく成長していってほしいと思います。誰一人、あきらめず、最後

まで力一杯走りきっていたマラソン大会は、見ている人に感動をくれました。大会までの期間、ご家庭でも多くの励ま

し、ご支援をいただいていたと思います。本当にありがとうございました。また、大会当日のボランティア参加、応援も

ありがとうございました。心より感謝申し上げます 

 

↑高学年スタート地点      ↑中学年スタート地点       ↑低学年スタート地点 

 

 

  
 



 

 

 

 

 

 
 

 

 


